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要 　　　約

本研究の目的は，車いす使用高齢者の姿勢と移動の自立を支える調整式車いす開発のための基礎資
料を得ることである．本稿では，普通型車いすと調整式車いすを比較検討して下記項目を検討した．

�� 　車いす足駆動時における姿勢と移動能力の関連
�� 　足駆動における健常者と高齢者の車いす適応能力の違い


� 　足駆動における調整式車いすの有効性
得られた知見を，以下に示す．

�� 　車いす移動時，テーブルを使用した前傾姿勢によって足駆動能力が向上した．一方で，傾斜
　　クッションによる前傾姿勢では，シート厚による座面高の変化が移動能力を阻害する可能性
　　が示された．
�� 　健常者に比べて，高齢者の足駆動移動時間は全般に長くなるうえ，姿勢条件に対する個別の
　　相違も大きい．結果として，与えられた車いす環境の違いが移動時間により強く反映される
　　ため，きめ細かな個別対応が必要とされる．

� 　健常青年において，座面高の不適合による足駆動移動時間が長くなる傾向が確認された．

研究の目的と背景

本研究の目的は，車いす使用高齢者の下肢機能を
活用して，移動の自立を促進する調整式車いす���開
発のための基礎資料を得るため，
�） 車いす足駆動時の上半身の姿勢と移動能力の

関連を捉えること

�） 足駆動における健常者と高齢者の車いす適応
能力の違いを探ること


） 足駆動における調整式車いすの有効性を考察
すること

である．
近年，高齢者居住施設では，ユニットケア等によ

る小規模処遇が推進され，個別ケアを視野に入れた
住環境のあり方が注目されている．一方，要介護度
が重度の高齢者は，日中におけるベッド上での臥位
や車いす上での座位時間が長いことが報告されてい

る��ものの，車いすなどの福祉用具の環境改善に関
する試みは未だ少数である．その中で我々は，一般
的に施設備品として普及している普通型車いすの座
面高が，日本人高齢者の下腿長より高いという矛盾点

を指摘し ���，車いすの低座面化による足底接地と
シーティングを試み，移動能力や座位姿勢に関する
改善効果を確認してきた����．さらに，調整式車い
すを試行的に導入した調査では，要介護度�の高齢者
が，ほぼ寝たきりに近い状態から座位が保持できる
ようになった事例や，要介護度 
 � �の高齢者の移動

時における身体負荷の軽減効果などを確認した��．
しかしながら，調整式車いすの入手が困難なケース
や，環境への適応能力が年々減失していく高齢者の状
況を考慮した場合，たとえ体に不適合な普通型車いす
でも，体に馴染んだ普通型車いすの軽微な環境改善に
より，移動能力や座位姿勢への改善効果を探る研究も
必要である．また，この研究から得られる知見は，高
齢者の車いすを開発する上でも有用である．

研究の方法

本研究では，車いす上での姿勢が足駆動に影響す

ると仮定し，�：背中を背もたれにつけた姿勢，�：
車いす補助テーブルに手をつけた前傾姿勢，�：�

の条件に加えて，前縁
	��後縁����の傾斜クッ
ションによる前傾姿勢の 
姿勢を設定した（図 �）．

�� 川崎医療福祉大学 　医療マネジメント学部 　医療福祉デザイン学科 　
�� 川崎医療福祉大学大学院 　医療技術学研究科 　医療情報学専攻 　
（連絡先）齋藤芳徳 　〒�������� 　倉敷市松島��� 　川崎医療福祉大学

	�
��
� ����������	
��	�������
�

��

���



��� 齋藤芳徳・松本正富・吉永尚生

さらに，移動方法として，両足駆動（車いす座位のま
ま左右の足を交互に出して歩くような動作で進む），
片手・片足駆動（左回りでの測定のため，右足の駆
動に加えて補助的に右手でハンドリムを操作して進

む）の �条件を設定した．調査は，それぞれの条件
ごとに，図 �に示した（�）�（�）までの経路を移動
する様子をビデオ撮影して，移動時間と足駆動回数
を記録して行なった．この際，各姿勢の測定順序は
慣れの影響が出ないようランダムに行なった．研究

のフレームは図 
，調査に使用した備品は図 �に示
す．被験者は健常青年および高齢者に分けて行い，
各調査の概要は下記に，それぞれの基本属性は表 �，
�に示す．なお，統計処理は，対応のある �群の差

の �検定にて行なった

■健常青年による調査
　・調査対象：�	���才の健常な青年男女��名
　・調査時期：�		�年 �� 
月

図 � 姿勢の条件

図 � 移動調査の概要

図 � 研究フレーム

図 � 調査に使用した備品
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表 � 被験者の基本属性
（健常青年）

表 � 被験者の基本属性
（高齢者）

・調査場所：�大学（岡山県）
・調査条件：普通型車いす（座面高�
	��）を使

用し，姿勢�・�・�毎に，両足駆
動と片手・片足駆動の �条件で計測
した ���．移動は，ごく自然な自分の
ペースで行なうよう指示した．

■高齢者による調査
　・調査対象：施設に居住する要介護高齢者 �名���

　・調査時期：�		�年 �月（�		
年 �月に調整式車
いすを導入して，各 自の下腿長と
座面高を合わせた足底接地を基本と
しながら，身体寸法に合わせて車い
すの各部位を調整した．その後，約
�ヶ月の車いすに馴染む期間を設定
した ���）

　・調査場所：�老人保健施設（香川県）

　・調査条件：調整式車いすを使用し，姿勢�・�・
�毎に，両足駆動で計測した．この

時，調査員が声掛けしながら基本的
に下肢での駆動をお願いしたが，操
作がうまく行なえず停止してしまう
場面では，適宜，手による補助的な

駆動を促した．

結果と考察

�．健常青年の姿勢と移動効率

両足駆動による移動時間（直線部）の平均では，
姿勢�が
�	秒に対して，姿勢�が���秒，�が��	秒
と短くなった．個人ごとの比較でも，姿勢�→�で
� ���名，姿勢�→�で � ���名が減少しており，姿
勢�に対して�と�の移動時間が有意に短くなった
が，姿勢�と�の間では有意な違いは見られなかった

（図 �）．片手・片足駆動においても同様の結果であ
り，平均では姿勢�が
��秒，姿勢�が
�
秒，�が

��秒で，個人ごとの比較では姿勢�→�で � ���名，
姿勢�→�で�	���名が減少し，姿勢�に対し�と
�の移動時間は有意に短くなったが，姿勢�と�の
間には有意差は見られなかった（図 
）．つまり，前
傾姿勢自体が移動速度を速める傾向がある一方で，
傾斜クッションによる効果自体は表れていない．今
回の調査では普通型車いすをベースとした改善を試

みているため，傾斜クッションによる前傾姿勢が有
効であっても，シート厚だけ座面が高くなったこと
がマイナス要因として相殺された可能性が原因とし
て考えられる．この結果は，車いすの適正座面高の
必要性や普通型車いすによる改善の限界を示すもの
ともいえる．なお，回転部ではばらつきが大きく，
各姿勢間に明確な差異は見られなかった．
両足駆動と片手・片足駆動の姿勢別移動時間の平

均を図 �，�に示す．両者を比較すると，直線部・
回転部ともにすべての姿勢条件で両足駆動の移動時

間が短く，直線部の�姿勢以外には有意差も認めら
れた．少なくとも健常青年にとっては，片手・片足
駆動よりも両足駆動の移動効率が優れたものと判断
できよう．
個人別足駆動回数の比較（直線部）を図 �，�	に

示す．平均では，両足駆動の姿勢�が����回，�が
���
回，�が���	回，片手・片足駆動では姿勢�が
�


回，�が
��回，�が
��回とほとんど差異はなかっ
た．また，グラフからも特に傾向は読み取れず，各

姿勢と足駆動回数に関連は見られなかった．
一方で，移動時間と足駆動回数の相関を見ると，

どの姿勢も有意な関連を示しており，全体で見ると
直線部で	�
�，回転部で	���であった（表 
）．この
結果からは，通常の車いす移動速度には駆動のピッ
チよりも �動作ごとのストロークが影響するものと
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図 � 健常青年 　個人別移動時間の比較（両足駆動，直線部） 　�� � � � ����

図 � 健常青年 　個人別移動時間の比較（片手・片足駆動，直線部） 　�� � � � ����

図 � 　健常青年 　姿勢別移動時間平均（直線部） 図 	 　健常青年 　姿勢別移動時間平均（回転部）

判断でき，本稿で規定した両足駆動移動の効率化に
は，下肢の可動範囲を広げることが有効であると考
えられる．
車いす座面高の適合と各姿勢での移動時間の比較

を図��に示す．どの姿勢においても，座面高－下腿
長の差が大きくなると移動時間が長くなる傾向が読
み取れ，車いす足駆動時の座面高と身体寸法の適合
の必要性が示された．

�．高齢者の姿勢と移動効率

高齢者の個人別移動時間を図��に示す．分析対象
者が �名と少ないため，ここでは事例的な考察を行
なう．�	�・	�・	�の 
名は，姿勢�に比べて姿勢

�で短くなるものの，�	�と	�は姿勢�と�に差は
ほとんどなく，�	� は姿勢�で時間が長くなった．
また，�	
・	�の �名は，
つの姿勢間に大きな差
が見られない．平均で見ると，姿勢�が���	秒，姿
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　図 
 　健常青年 　個人別足駆動回数の比較
（両足駆動，直線部）

　図�� 　健常青年 　個人別足駆動回数の比較
（片手・片足駆動，直線部）

表 � 移動時間と駆動回数との関連
�� � � � ����� �� � � � ����

図�� 車いす座面高の適合と各姿勢での移動時間の比較

図�� 高齢者 　個人別移動時間の比較（両足駆動，直線部）
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勢�が����秒 �，姿勢�が����秒で，姿勢�の移動
時間が若干短いうえ，姿勢�と�の比較では � � �

名が減少しており，補助テーブルの有効性が窺がわ
れるものの，個別の相違も見られ一概の判断は難し

い．

�．健常青年と高齢者の適応能力の相違

直線部における健常青年と高齢者の個人別移動時
間（図�
）を比較すると，車いす環境への適応能力の
違いが明らかになる．健常青年の場合は，これまで
の生活で馴染みのない車いすを使用しても，姿勢�

よりも姿勢�・�のほうが移動時間の短い傾向が見
られたものの，個々の移動時間には大きな差異が見

られない．一方，高齢者の場合，これまでの生活で
体に馴染んだ姿勢での移動よりも，補助テーブルで
の前傾によって移動時間が大きく短縮した事例 �	�

（

��秒→�
��秒）や，座面高が
	��高くなり座面
角度も変わることによって移動時間が長くなった事
例 �	�（�	��秒→
	��秒）など，明確な個人差が見
られたうえ，移動時間に対する用具の影響が大きい．

図�� 健常青年と高齢者の個人別移動時間の比較
（両足駆動，直線部）
＊図 �，
の一部を再喝

�．移動における調整式車いすの有効性

調整式車いすを使用した事例 �	�の結果から，そ
の有効性について考察する．事例�	�は約 �ヶ月間，
身体に適合した調整式車いすを使用していたが，姿
勢�で移動時間が長くなった（����→
��	秒）こと

は，僅か
	��の座面高の違いや座面角度の違いが
足駆動に影響することを示している．また，姿勢�

によって移動時間が短くなった（����→�	��秒）こ
とは，上半身を前傾させた姿勢の変化が足駆動に影

響する可能性を示している．環境への適応能力が減
失していく高齢者の残存能力を引き出し，移動の自
立を支えるためにも，調整式車いすによる利用者の
体型や障害の状況に合わせた調整は有効に思われる
が，その調整には慎重な配慮が必要といえよう．

ま と め

本研究に関する知見は，以下のとおりである．
�） 車いす足駆動時の上半身の姿勢と移動能力の

関連を捉えること

→ テーブルを使用した前傾姿勢によって足駆動
能力が向上する可能性が示された．一方で，
傾斜クッションによる前傾では，シート厚に
よる座面高の変化が移動能力を阻害する可能
性が示された．

�） 足駆動における健常者と高齢者の車いす適応
能力の違いを探ること

→ 健常者に比べて，高齢者の足駆動移動時間は
全般に長くなるうえ，姿勢条件に対する個別

の相違も大きい．結果として，与えられた車
いす環境の違いが移動時間により強く反映
されるため，きめ細かな個別対応が必要とさ
れる．


） 足駆動における調整式車いすの有効性を考察
すること

→ 健常青年において，座面高の不適合が足駆動
移動時間を長くする傾向が確認できた．この
点に関して，本稿では高齢者での検証に至っ
ていないが，高齢虚弱者においてはこの不適

合がより大きく影響する可能性も推察される
ため，この点については今後の課題としたい．

本稿において，車いす環境の変化が移動時間に影
響し，駆動姿勢の変化による足駆動能力向上の可能
性および，個別対応の有効性の一端が提示できた．
筆者らはこれまでに，図��に示す高齢者の座位モデ
ルをベースにして，車いす低座面化による足底接地
とオフィスチェアのシーティングによる座位姿勢に
関する改善効果を検証してきたが �������	�，このう

ちローバック・車いす自操の部分が本研究の課題と
した部分である．高齢者の座位環境では，その残存
能力を引き出すため身体と車いすの馴染みの関係に
配慮することが必要との視点から，今後は図に示す
モデルに沿って個別対応かつ持続性ある座位環境の
構築に向けた検討を進めたいと考える．
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図�� 高齢者の座位環境モデル

本研究を進めるにあたり，快くご協力いただきました

�施設と�大学の方々に，心より感謝の意を表します．ま

た，本研究は，平成��年度川崎医療福祉大学プロジェクト

研究費，並びに，平成��年度財団法人ウエスコ学術振興財

団学術研究助成事業の助成を受けて行われたものです．こ

こに記して感謝の意を表します．

注

� � ）調整式車いすとは，利用者の体型や障害の状況に合わせて各寸法（シート高，アームサポート高，背・座角度，等）を

調整する事ができる車いすである．

� � ）国内で使用されている普通型車いす（介助型車いすを含む）の一般的な座面高は�������		であるのに対し，日本

人高齢者の平均下腿長は男性約
��		・女性約
��		である．

� 
 ）最初に各健常青年対象者は，それぞれの姿勢と条件での移動を計 �分間程度練習した後，実際の測定を行った．

� � ）調査の対象とするのは，徒歩は無理であるが車いすを利用した自力移動の出来る入居者である．施設スタッフが本調査

に対応可能であると判断した入居者（あるいはその家族）に対して調査趣旨を説明し，調査協力の同意の得られた��名

を当初の対象者として選んだ．しかし，移動調査の途中に休止して一連の動作と見なしにくい調査事例は除外したた

め，分析の対象者は �人となった．

� � ）導入時，対象者と担当スタッフの双方に両足駆動による移動法を説明し，対象者には普段から出来るだけこの方法で移

動するようお願いした．しかし，対象者の理解の問題やこれまでのハンドリム駆動での移動法の慣れの問題等があり，

両足駆動の移動が徹底されていたわけではない．本稿では，これも現実的な設定条件の一つと捉えて調査を行った．
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）齋藤芳徳，松本正富，真鍋克己，青木陸祐：������ �� ������������ �� ������� ��� ������ !"����"��� #����，

��$���%� &�'���� �� (������ !������，�（�），����
，����．

�）齋藤芳徳：車いす使用高齢者のシーティングと生活展開に関する考察．川崎医療福祉学会誌，��（�），)
�)�，����．

�）齋藤芳徳，外山義：老人保健施設における車いす使用者の移動能力の向上と生活展開への影響に関する考察，日本建築

学会計画系論文集，���，�
���，����．


）齋藤芳徳，松本正富，武田則昭：低座面モデュラー型車いすが高齢者の人間工学的動作と循環動態に及ぼす影響，ウエ

スコ学術振財団学術研究費助成報告書，���
．

�）瀬尾卓志，齋藤芳徳，松本正富，俣野真一：車いす環境の違いによる身体疲労への影響 　*虚弱高齢者の自力意欲の改

善を図るための環境の研究その 
，第�)回リハ工学カンファレンス，������)，���
．

)）吉永尚生，齋藤芳徳：高齢者の姿勢の実態に関する考察 　*虚弱高齢者の自力意欲の改善を図るための環境の研究その

� ，第��回リハ工学カンファレンス，����
，����．

�）藤野泰典，齋藤芳徳，為房純一，吉永尚生：座位環境の違いによる姿勢への影響 　*虚弱高齢者の自力意欲の改善を図



��� 齋藤芳徳・松本正富・吉永尚生

るための環境の研究その �，第��回リハ工学カンファレンス，���
�，����．

��）谷口健，吉永尚生，齋藤芳徳，松本正富：座位環境と体動活動の相互関連に関する考察，第��回リハ工学カンファレン

ス，�)���)�，����．

（平成��年��月��日受理）
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